
発 刊 に あ た っ て

会誌「臨床心音図」の創刊号を皆様のお手元にお届けすることが出来ますのは，臨床心音図研究会々員皆

様の熱心なご参加の賜であると，心から感謝しております。

医学の領域での最近の専門化，細分化は，多くの学会，研究会，それぞれの機関誌，会報，研究報告など

を産承，より専門的に私達の知識を深かめるのに役立っていますが，不思議なことに，循環器病学のうち，

心音図を中心とする心臓の機械的諸現象に関する研究会には定期的なものがなく，僅かに循環器学会総会の

際の心音図に関する夜の談話会が，自由に参加することの出来る唯一のものでした。それが年一年と盛会に

なって行くのを見ていて，折角の勝れた意見や討論をその場限りのものにしないように，何方かが早く定期

的な会合の世話をなさらないかと心待ちにしていました。ちょうど昨年春，神戸市での日循総会，夜の心音

談話会の会場で，参加者諸兄のご意見を伺いましたところ，そのような会が出来れば喜んで参加するという

方が多かったことに大いに力を得て，町井潔，坂本二哉の両先生と私の三人で先ず始めてふようということ

で，昭和45年10月17日，第１回臨床心音図研究会を開催し，その時の成果がこの雑誌になったわけです。

臨床心音図研究会の目的は，心音図法の一般臨床への普及と，レベルの向上を図ることにあり，会誌発行

の趣旨は，会で発表された成績をそのまま文献として「臨床心音図」に収録し，日本の心音研究の時代的な

変遷を纏めて後の世代に残して行こうというところにあります。

幸いなことに，会の運営，会誌の発行についてはフクダ電子（株）をはじめ各方面の協力が将来とも得ら

れるという確約を得ましたので，このことを会員の皆様にお知らせして感謝の意を表わすとともに，さらに

この研究会の今後の発展を心から期待したいと思います。
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